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平成２８年度第３回経営協議会議事要旨 

 

    日 時 平成２８年１１月１６日（水）９時１７分～１２時１０分 

    場 所  札幌駅前サテライト（教室１） 

   出席者 学外委員：柿沼、蔵本、高橋（孝）、立川、松岡 

       学内委員：蛇穴、大津、佐川、阿部、石川 

       オブザーバー：髙橋（教）、中尾、蛭田、志手 

     欠席者 学外委員：今井、内田 

 

 

○平成２８年度第２回議事要旨の確認 

  総務課長から、資料１に基づき説明があり、これを承認した。 

 

 

○議題 

１ 就業規則等の改正について 

  石川理事及び総務部長から、資料２－１「平成２８年度人事院勧告に伴う本学の

対応について」及び資料２－２「給与勧告の骨子」に基づき説明があり、これを承認

した。 

 

２ 授業料（大学院）の引き上げについて 

  財務課長から、資料３「授業料（大学院）の引き上げについて」に基づき説明があ

り、これを承認した。 

 

 

○報告事項 

１ 本学の第３期中期目標期間における当面の財政見通しについて 

  財務部長から、資料４「本学の第３期中期目標期間における当面の財政見通し」

に基づき、報告があった。 

 

【学外委員からの主な意見等】 

 ・大学がどう経営をしていくかということは本質的な問題であるため、外部へ説明

するためにも、大学として経営上、何が一番重要な柱となるのか、きちんと持つこ

とが必要ではないか。 

 ・経費の節減は重要だが、予算の獲得に努めることも必要ではないか。JICA でも草

の根技術協力事業の地域活性化特別枠等、大学が獲得できそうな事業が色々あるた

め、大学で取り組むということであれば、協力したい。 
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２ 平成２９年度概算要求額の伝達について 

  財務部長から、資料５「平成２９年度概算要求額の伝達について」に基づき、報告

があった。 

 

【学外委員からの主な意見等】 

 ・文部科学省の平成２９年度概算要求主要事項を見ると、新時代の教育のための国

際協働（倉敷宣言の推進）や、初等中等教育段階におけるグローバルな視点に立っ

て活躍する人材の育成等の事項がある。どのような形で要求をあげることになるの

か分からないが、留意しておいて欲しい。 

 

 

３ 平成２８年度補正予算（第２号）〔教育研究基盤装置・設備〕対象予定事業につい

て 

  財務部長から、資料６「平成２８年度補正予算（第２号）〔教育研究基盤装置・設

備〕対象予定事業」に基づき、報告があった。 

 

 

４ 平成２８年度国立大学改革強化推進補助金（総合支援型）要望一覧について 

  財務部長から、資料７「平成２８年度国立大学改革強化推進補助金（総合支援型）

要望一覧」に基づき、報告があった。 

 

 

５ 財務レポート２０１６について 

  財務部長から、冊子資料「平成２７事業年度決算における財務レポート２０１６」

に基づき、報告があった。 

 

 

６ 台風１０号による被害概要について 

  石川理事から、資料８「台風１０号による被害概要」に基づき、報告があった。 

 

 

７ 岩見沢校講義棟新営その他工事について 

  石川理事から、資料９「『岩見沢校講義棟新営その他工事』について」に基づき、

報告があった。 

 

 

８ 札幌校新カリキュラム対応大教室等の整備概要について 

  石川理事から、資料１０「札幌校新カリキュラム対応大教室等の整備概要」に基

づき、報告があった。 
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９ 附属学校教諭の教員免許について 

  大津理事から、資料１１「附属学校教諭の教員免許について」に基づき、報告があ

った。 

 

 

10 平成２７年度卒業（修了）生の就職状況について 

  佐川理事から、資料１２「平成２７年度卒業生就職状況（キャンパス別）」に基づ

き、報告があった。 

 

【学外委員からの主な意見等】 

 ・教員就職率については、世の中の変化等に左右されると思う。今後もそのような

状況は注視する必要があると思う。また、教員就職率の数値を確保していくという

視点では、教育の質を高めていけば、先生になりたいという学生が出てきて、自ず

と教員就職率が上がるのではないかと思う。 

 ・入学してくる学生の中には、教員になるならないというよりも、国立大学に合格

すればいい、という学生もいるかもしれない。やむを得ない部分もあるが、入学し

てからの教育をどうするのかということがやはり大事なのではないかと思う。 

 ・教育や教員の重要性を認識するために、青年海外協力隊の短期派遣枠を活用して、

学生に途上国の教育現場を体験する機会を設けることはできないか。行った学生と

行かない学生で意識調査等の実施をするということも良いかと思う。 

 ・学生が教育実習を経て教員になっていく中で重要なのは、教員がオフィス・アワ

ーを確保することと、学生が自学自習をする時間を保障することだと思う。特にオ

フィス・アワーで日常的に教員と学生が触れ合っていく中で児童理解を進めて行く

ことが重要だと思う。また、教育実習前 CBT は、これからの大学改革の肝だと思う

ので、これから改善・検討を進めていって欲しい。 

 

 

11 平成２９年度（平成２８年度実施）北海道・札幌市他公立学校教員採用候補者選

考検査登録状況について 

  佐川理事から、資料１３「平成２９年度北海道・札幌市公立学校教員採用候補者

選考検査登録状況（総表）」に基づき、報告があった。 

 

【学外委員からの主な意見等】 

 ・資料について、前年度比較だけではなく、過去数年の推移や現役と既卒者の合格

率が分かるものを用意して欲しい。 

 

 

12 平成２９年度の非常勤講師手当配分方針について 

  学長から、資料１４－１「平成２９年度の非常勤講師手当配分方針」及び資料  

１４－２「平成２１～２８年度非常勤講師手当配分時間数（参考資料）」に基づき、

報告があった。 
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13 北海道教育大学の近況について 

  総務課から、資料１５「北海道教育大学の近況」に基づき、報告があった。 

 

 

○その他 

 １ 函館校の大学祭について 

   佐川理事から、机上配付資料に基づき、函館校大学祭の開催について、報告が

あった。 

 

 

 ２ 国立大学法人等の監事候補者の推薦様式について 

   石川理事から、机上配付資料に基づき、文部科学省から、国立大学法人等の監

事候補者の推薦様式の変更通知があったことについて、報告があった。 

 

 

 ３ 経営協議会学外委員とキャンパス長との懇談会について 

   石川理事から、机上配付資料に基づき、経営協議会学外委員とキャンパス長と

の懇談会要旨（案）について、報告があった。 

 

【学外委員からの主な意見等】 

 ・教育実習前 CBT について、出題内容が教育実習前に本当に必要なものなのか、ま

た、合格しなかった学生に対するサポート体制等、改善の余地があるとの意見があ

ったので、検討して欲しい。この取組には大変期待している。 

 ・懇談会について、大変良い取組だと思う。将来的には、メンバーの拡張を考えても

良いと思う。 

 ・非常に良い懇談会だったが、議論が途中で終わってしまったので、引き続き、機会

を設けてもらいたい。 

 

 

 

 

 

                                  以  上 


